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〈第 34 回 前編〉

花沢Ａ遺跡（遺
い

構
こう

編）
■問合せ／社会教育文化課文化財担当 ☎ 22-5111
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太平洋を越えて、
米沢へ

　今回と次回は、近年米沢市教育委員会が発掘調査を実施し
た遺跡で大きなトピックの１つとなった、花沢Ａ遺跡（花沢
町一丁目）の調査成果を紹介していきます。
　花沢Ａ遺跡は、縄文時代中期後半（約 4,500 年前）の集落
遺跡として知られており、平成 29 年（2017）に宅地造成工
事に伴って発掘調査を実施しました。調査では、竪穴住居跡
24 棟、貯蔵穴などの土坑約 300 基をはじめ、総数約 400
基もの遺構が検出され、合わせて大量の縄文土器（大

だい
木
ぎ

10
式土器）や石器も出土しました。竪穴住居跡 24 棟中 14 棟
からは「複

ふく
式
しき

炉
ろ

」と呼ばれる石組みの炉が確認できました。
複式炉の検出によって、花沢Ａ遺跡に住んでいた人々は、住
居内で煮炊きなどの調理をしていたことが分かります。

　さらに、縄文時代中期の集落構造も確認することができま
した。花沢Ａ遺跡は、集落の東側は竪穴住居が建ち並ぶ居住
域、中間に遺構が希薄な空白地（広場）を挟み、西側が貯蔵
穴などの土坑群という構成となっていました。また、土坑群
の中心部も遺構が希薄な空白地となっていました。発掘調査
では遺跡の全体像の把握には至りませんでしたが、本来は環
状もしくは弧状に集落が広がっていたと推測できます。
　以上から、花沢Ａ遺跡の発掘調査によって米沢市における
縄文時代中期の集落構造が明らかになったことは、大変重要
な成果と言えます。
　次回は、「遺物編」として花沢Ａ遺跡の発掘調査で出土し
た遺物を紹介します。

（英語）
     Hello everyone! My name is Ilya Bobkov. I was born in Russia and 

immigrated to the United States. In college I fell in love with East 

Asia and went on to complete an MA in History at UC Berkeley. 

While I started with Chinese history, I’ve been gradually pivoting 

towards Japan. Having lived in Moscow (Russia), San Jose (United 

States), Beijing (China), and countless other places, in 2023 I had a 

unique chance to study Japanese for 10 months in Yokohama. In 

Japan, every locale possesses many historical sites. When walking 

around I would often feel as if slipping into the past eras. After that 

engrossing experience, I had resolved to come back to Japan.

     It is my first time visiting Yonezawa. I am eager to get 

acquainted with the local culture and traditions and thus attain a 

more comprehensive understanding of local circumstances. I will 

also strive to contribute to regional revitalization and growth of 

intercultural relations within Yonezawa. I am truly exhilarated to 

assume my duties as a CIR!

（日本語訳）
　皆さん初めまして！イリヤ・ボブコフと申します。ロシア
に生まれ、アメリカに移住しました。大学では東アジアに魅
了され、カリフォルニア大学バークレー校歴史学部修士課程
を修了しました。最初は中国史を研究していましたが、徐々
に日本に関心を持つようになりました。モスクワ（ロシア）、
サンノゼ（アメリカ）、北京（中国）などさまざまな都市に住
んだ後、2023 年に横浜で 10 カ月間日本語を勉強する貴重
な機会がありました。日本の各地には、多くの有名な史跡が
あり、時々散歩していると、昔にタイムスリップしたような
不思議な気持ちになりました。その興味深い経験から、絶対
に日本に戻ることを決めました。
　米沢市は初めてですが、現地の文化や伝統に触れて地域社
会を深く理解し、地域の活性化や国際交流に積極的に貢献し
たいと思っています。国際交流員として勤務できることを大
変嬉しく思っています。どうぞ、よろしくお願いします！

2024 年 5 月 下田市黒船祭にて撮影
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〈第 138 回〉

新病院開設後 2 年を振り返って
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

〈第 90 回〉

知って防ごう！冬の感染症予防
■問合せ／健康課健康企画担当 ☎ 24-8181

皆さまにご迷惑をお掛けしております。当院としましても医
師会の協力をいただきながら診療体制の強化に務めておりま
すが、市民の皆さまにもご理解と適正な受診をお願い申し上
げます。
　市立病院は急性期病院かつ地域医療支援病院として、かか
りつけ医からの患者さんを受け入れ病状が安定した後に、か
かりつけ医にその後の診療を依頼し医療連携を行っていま
す。また、急性期治療後に継続治療が必要な場合には、三友
堂病院をはじめとする地域の医療機関に紹介し治療を継続し
ています。新病院では救急医療をはじめとする急性期の患者
さんを幅広く受け入れ治療を行うため、平均在院日数が 10
日前後と比較的短くなっていますが、かかりつけ医や地域の
医療機関と連携を密に行い、きめの細かい継続性のある医療
を目指し努力しております。

　米沢市立病院は、三友堂病院との間で地域医療連携推進法人
「よねざわヘルスケアネット」が設立され、同じ敷地内で合築の
上で新病院をスタートして早くも２年が経過しました。
　新病院の２年間を振り返りますと、１番の変化は救急医療
です。救急車の受け入れは三友堂病院と舟山病院との輪番制
で行っていましたが、新病院では24時間365日受け入れる
ことになりました。救急車の搬送件数は旧病院の約2,000台
／年から、新病院では約 3,000 台／年に増加し、時間外の
緊急入院も増加しています。また、新病院では救急医療の集
約化を図り質の高い医療を提供するために、米沢市平日夜間・
休日診療所の機能を市立病院救急外来内に移転しました。そ
の一方で、年末年始やお盆などは患者さんが集中し、市民の

　秋から冬にかけて寒さや乾燥が厳しくなるにつれて、呼吸
器感染症や感染性胃腸炎などさまざまな感染症が流行し始め
ます。基本的な感染予防対策をして冬を乗り切りましょう。

〇 日頃の予防策で、ウイルスの感染経路を断つ！
 小まめな手洗い 
　いろいろな場所を触ることで知らないうちに手にウイルス
などが付き、自分や周りの人への感染原因となることがあり

ます。帰宅時、食事の前、調理の前後、咳・くしゃみを手で
押さえた時などは、石けんを使って丁寧に手を洗いましょう。
また、石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタ
オルやペーパータオルでよく拭き取って乾かしましょう。
 咳エチケット 
　咳・くしゃみの飛沫で他の人に感染させないために、職場
や学校など人が集まるところでは「咳エチケット」をして、
何もせずに咳・くしゃみをしたり、咳・くしゃみを手で押さ
えることは控えましょう。
・マスクを着用する（口・鼻を覆う）
・マスクがない時、ティッシュ・ハンカチで口・鼻を覆う
・とっさの時、袖で口・鼻を覆う
 換気、適度な湿度 
　寒いと部屋の窓を閉めきりがちですが、時々窓や扉を開け
て空気を入れ替えましょう。空気が乾燥すると、喉の防衛機
能が低下し、インフルエンザなどにかかりやすくなります。
適度な湿度（50～ 60％）を保ちましょう。

〇 栄養と睡眠を十分にとり、身体の抵抗力を高める
　普段から規則的に１日３食、栄養バランスの取れた食事を
心掛け、十分な睡眠をとって疲れを残さないようにしましょう。

【今月のドクター】
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